
広 報 人口のうごき 
　　総人口11,037人（-23） 
　　　男　　5,444人（-18） 
　　　女　　5,593人（-5） 
　　世帯数　4,737戸 

（各区別人口）平成20年3月末日現在 
金武4,785人（-12）転入87人 
並里2,704人（-4）転出114人 
中川　932人（-8）　出生  9人 
伊芸　921人（ 0）　死亡  8人 
屋嘉1,695人（ 1）　結婚  6件 
　　　　　　　　　  離婚  3件  

（　）内は増減を表す 

▲中川小学校新一年生のみなさん 

関連記事3ページ 



平成20年度 新任学校職員一覧 

　
四
月
八
日
、町
立
各
小
・
中
学

校
で
、入
学
式
が
行
わ
れ
、小
学

生
一
二
八
名
、中
学
生
一
二
八
名

の
新
一
年
生
が
、新
し
く
始
ま
る

学
校
生
活
に
期
待
と
不
安
で
胸

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、新
し
い

学
舎
の
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。 

　
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば

れ
、元
気
よ
く
返
事
を
す
る
小

学
一
年
生
。
初
め
て
の
「
制
服
」

に
袖
を
通
し
、少
し
オ
ト
ナ
の

中
学
一
年
生
。
家
族
や
先
輩
方
の

祝
福
、歓
迎
を
受
け
、笑
顔
と
緊

張
の
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で
、入

学
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
新
一
年
生
の
み
な
さ
ん
、入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今年度の新入学生は次のとおりです 今年度の新入学生は次のとおりです 

学　校　名 

金  武  小  学  校  

中  川  小  学  校  

嘉  芸  小  学  校  

計  

金  武  中  学  校  

84名 

9名 

35名 

128名 

128名 

人　　数 

NO 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

新任校 

金武小学校 

金武小学校 

中川小学校 

嘉芸小学校 

嘉芸小学校 

嘉芸小学校 

嘉芸小学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

金武中学校 

新職名 

教諭 

教諭 

教諭 

校長 

教頭 

教諭 

養護教諭 

校長 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

教諭 

主任 

氏　名 

屋良加代子 

久高瞳子 

久高輔 

平良瑞枝 

安慶田正人 

仲程啓次 

金城美津枝 

稲福盛敏 

呉屋江山 

金城律子 

高江洲博子 

上原恭子 

新城直子 

知念渚 

城間香 



今年度の新入学生は次のとおりです 

NAMISATOFestivalinKIN,OKINAWANAMISATOFestivalinKIN,OKINAWA

▲力を合わせて海へ！ 

▲参加者、役員が一体となり大会は無事成功!!

▲優勝した金武中野球部 

▲個人賞表彰のようす 

▲清掃を行った並里区青年会のみなさん 

　4月12日、13日の2日間、金武町並里区で、KANAKA IKAIKA

並里フェスティバル（主催：同実行委員会 協力：ネイチャーみらい館・

雄飛ツーリズムネットワーク）が開催されました。 

　KANAKA IKAIKA（カナカ イカイカ）とは、ハワイの言葉で「海

に漕ぎ出す勇者」という意味があります。このイベントは、2001年

から継続してきた日本初の外洋パドルレースで、8年目を迎える今

回は、金武町並里区での開催となりました。 

　競技は、ＯＣ6（6人乗り）子どもレース、日本屈指のアスリート達

によって競われる20km外洋パドルレース(ショートコース8km)に

分かれて行われ、子どもレースでは「メタボチーム」、20km外洋パ

ドルレースでは白畑 瞬さんがそれぞれ優勝しています。 

　また、一日目終了後には懇親会も行われ、選手やスタッフのみなさ

んが交流を深めていました。 

第
十
四
回
国
頭
地
区
中
学
校
一
年
生
野
球
大
会 

　
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
、強
化
リ
ー
グ
と
し
て
行
わ
れ

た
第
十
四
回
国
頭
地
区
中
学
校
一
年
生
野
球
大
会
で
、

金
武
中
学
校
野
球
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

　
順
調
に
勝
ち
上
が
っ
た
金
武
中
は
、決
勝
戦
で
大
型

選
手
の
揃
っ
た
大
宮
中
学
校
と
対

戦
。
前
半
に
一
点
を
先
制
さ
れ

ま
し
た
が
、全
員
野
球
で
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
後
半
に

逆
転
し
、第
六
回
大
会
以
来
、

八
大
会
ぶ
り
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。
 

　
三
月
二
十
九
日
、並
里

区
青
年
会
（
会
長:

宜
野

座
雄
）の
み
な
さ
ん
が
、並

里
区
内
お
よ
び
億
首
川
河

口
周
辺
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
約
五
時
間
の
清
掃
活
動

で
、ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
い
っ

ぱ
い
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
ゴ
ミ
が
多

か
っ
た
浜
辺
周
辺
で
は
、

全
員
が
協
力
し
て
ゴ
ミ
を

拾
い
、き
れ
い
な
浜
辺
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
 



▲躍動感あふれる太鼓の舞 

▲五周年の想いをこめて…
 

▲調印を行った家族のみなさん 

▲街頭キャンペーンのようす 

　
三
月
二
十
七
日
、金
武
町
役

場
二
階
ユ
ン
タ
ク
ル
ー
ム
で
、

家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、家
族

農
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
各

世
帯
員
が
、意
欲
と
や
り
甲
斐

を
持
っ
て
経
営
に
参
画
で
き
る

魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、

経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
給

与
や
休
日
な
ど
に
つ
い
て
、家

族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に

基
づ
き
、取
り
決
め
る
も
の
で
、

第
三
者
の
立
ち
会
い
の
も
と

で
協
定
が
結
ば
れ
ま
す
。 

　
今
回
は
町
内
の
農
家
、２
家

族
が
協
定
を
結
び
ま
し
た
。 

　
三
月

　
三
月
二
十
三
日

十
三
日
、金
武
町
立

金
武
町
立

中
央
公
民
館
大

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、金

武
町
雄
飛
太
鼓
五
周
年
記
念

武
町
雄
飛
太
鼓
五
周
年
記
念

公
演
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
金
武
町
雄
飛
太
鼓

　
金
武
町
雄
飛
太
鼓
は
平
成
平
成

十
六
年

十
六
年
一
月
に
活
動
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
、今
年
今
年
で
五
年
目

五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
伊
是
名
村
尚
円
太
鼓

伊
是
名
村
尚
円
太
鼓

か
ら
指
導
指
導
を
受
け
な
が
ら
、町

内
外
内
外
で
多
く
の
公
演
公
演
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
今
回

　
今
回
の
記
念
公
演

記
念
公
演
で
は
、雄

飛
太
鼓

飛
太
鼓
の
演
奏
演
奏
の
他
、「
え
り

ち
は
」
や
雄
飛
太
鼓

雄
飛
太
鼓
を
指
導
指
導
し

て
い
る
伊
禮
俊

伊
禮
俊
一
さ
ん
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
、尚
円
太
鼓
指
導
者

尚
円
太
鼓
指
導
者
と

雄
飛
太
鼓

雄
飛
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒

に
な
っ
て
演
奏
演
奏
す
る
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、多
彩
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
、会
場
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
迫
力

　
迫
力
あ
る
太
鼓
太
鼓
の
音
に
、会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
三
月
二
十
三
日
、金
武
町
立

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、金

武
町
雄
飛
太
鼓
五
周
年
記
念

公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
金
武
町
雄
飛
太
鼓
は
平
成

十
六
年
一
月
に
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
、今
年
で
五
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
伊
是
名
村
尚
円
太
鼓

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、町

内
外
で
多
く
の
公
演
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
記
念
公
演
で
は
、雄

飛
太
鼓
の
演
奏
の
他
、「
え
り

ち
は
」
や
雄
飛
太
鼓
を
指
導
し

て
い
る
伊
禮
俊
一
さ
ん
の
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
、尚
円
太
鼓
指
導
者
と

雄
飛
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒

に
な
っ
て
演
奏
す
る
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
、会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
に
、会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

▲交通安全大会であいさつを述べる儀武町長 

　
四
月
四
日
、金
武
町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

「
よ
く
み
よ
う
　
く
る
ま
と
じ
て
ん
し
ゃ
　
し
ん
ご

う
き
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
交
通
安
全
地
域
大
会
が
行

わ
れ
、地
域
か
ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、四
月
七
日
に
は
、い
し
じ
ゃ
自
由
市
場
前
で
、

平
成
二
十
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
、交
通
安
全
「
箸
わ
た
し
作
戦
」
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、交
通
安
全
母

の
会
の
手
作
り
の「
お
箸
」を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
、

広
く
地
域
住
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
高
揚
を

図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
箸
わ
た
し
作
戦
」
は
、交
通
事
故
の
な
い
安
全
な

地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
、「
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
あ

る
」
と
意
識
を
「
ハ
シ
わ
た
し
」
し
て
地
域
・
行
政
か

ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
繋
げ
た
い
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。 



平成20年度町長訓示 

　平成１９年４月より金武町役場２階に「ユンタクルーム」

が設置されています。「ユンタクルーム」は、町長や副町

長と直接意見交換ができる場所として設置されており

ましたが、その利用は商工会や青年会等、既存の団体

に限られておりました。 

　そこで平成２０年度より、「ユンタクルーム」を一般の

町民の皆様へも開放いたします。懇談内容は「まちづく

りについての意見交換」です。町民の皆様の生の声を

ぜひお聞かせください。 

・ 開設場所　金武町役場２階「ユンタクルーム」 

・ 申し込み　予約制 

　金武町役場総務課（町長秘書：佐和田）までお申し

込みください。 

 ＴＥＬ 968-2111（NTT） 
　　　　 8-2111（有線） 

ユンタクルームのご利用について 

1
Koe 先日、団地入居申し込み手続きのため、役場に

来庁した際、二階に上がったと同時に、煙草の
においがプンプンしていました。赤ちゃんを連れてい
ただけに、とても気になってしまいました。庁舎内は
全館禁煙だと思っていたのですが、いつから館内で
吸っていいことに変わったのでしょうか？とても不愉
快でした。 
 

たばこの臭いにより大変不快な思いをさせました

ことについて、深くお詫びを申し上げます。ご指摘

のとおり金武町の公共・公用施設は館内禁煙となってお

ります。一部の職員に館内禁煙というきまりに対する認識

が不充分であったことは、法令を遵守し業務を行う公務

員として恥ずべきことと受け止めております。今後このよう

なことが二度とないよう、全職員に徹底して指導して参り

ます。 

 

保健福祉課の窓口へ受付のために行ったの
ですが、職員は挨拶も笑顔もない。その間、必

要以外の言葉もかけない。受付が終わっても何の言
葉もかけないままでした。私は仕事上、行政機関に行
く機会が多いのですが、今どき珍しいことです。職員
の教育をぜひ検討してもらいたいものです。 
 

日頃から職員に対しては、町民の皆様に親しまれ、

信頼の得られるよう親切、丁寧かつ迅速な対応

を心がけるよう指導してきたところですが、今回、不適切な

対応により不快な思いをさせましたことについて、深くお

詫び申し上げます。私どもは全体の奉仕者として町民の

皆様に様 な々サービスの提供を行いますが、これも町民

の皆様との信頼関係が不充分では円滑に行うことができ

ません。常に町民の視点に立つことを心がけ、信頼と親し

みを持たれる職員となるよう、より一層努力して参ります。 

回
答 

2
Koe

回
答 

町民からの御意見 

　平成２０年度スタートにあたり、下記のように町長訓示

として述べました。その中で、職員の服務態度にも触れ、

町民から「ありがとう」と言われるような、『町民全体の

奉仕者』としての自覚と責任をもって業務に取り組むよう、

職員に促しました。 

・今年度のテーマは「チャレンジ」。改革を進めてい
くこと。 
・課内の情報の風通しを良くするため、ミーティング
をさらに充実させること。 
・電話応対は、課名や担
当係名、氏名を伝える
よう、住民にとって解
りやすい応対をするこ
と。 

　
三
月
二
十
三
日
、金
武
町
立

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、金

武
町
雄
飛
太
鼓
五
周
年
記
念
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が
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れ
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し
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▲ゴミバスターのようす ▲中学生代表による「エコプレー宣言」 ▲両代表による共同宣言 

▲エコフラッグセミナー参加者のみなさん ▲調印後握手を交わす儀武町長と 
　岡田常任理事 

エコフラ
ッグ・ムーブメント活動の町宣言!

　
三
月
二
十
日
、ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
に
先
立
ち
、金

武
町
立
中
央
公
民
館
で
、エ
コ
フ
ラ
ッ
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、Ｇ
Ｓ
Ａ（G

lo
b
a
l 
S
p
o
rts
 
A
llia
n
c
e

）が
中
心
と

な
り
活
動
し
て
い
る
エ
コ
フ
ラ
ッ
グ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
未
来
世
代
も
安
心

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
エ
コ
フ
ラ
ッ
グ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、各

地
で
実
践
し
て
い
る
世
界
的
な
環
境
保
全
運
動
）を
紹
介
し
、環
境
意
識

を
高
め
、「
エ
コ
プ
レ
ー
」
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
エ
コ
プ
レ
ー
」
を
実
践
す
る
た
め
の
講
演
が
行
わ
れ

た
あ
と
、儀
武
町
長
と
Ｇ
Ｓ
Ａ
の
岡
田
常
任
理
事
に
よ
っ
て
共
同
宣
言
調

印
式
、「
エ
コ
フ
ラ
ッ
グ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
活
動
の
町
」
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
調
印
に
よ
り
、金
武
町
と
Ｇ

Ｓ
Ａ
が
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、

「
エ
コ
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
の
育
成
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
後
、町
内
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
エ
コ
フ
ラ
ッ
グ
が
掲
げ
ら

れ
る
よ
う
、町
内
の
小
中
学
校
、商
工

会
等
に
岡
田
常
任
理
事
よ
り
エ
コ
フ

ラ
ッ
グ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
、金
武
中
学
校
の
生
徒
代
表

が
「
エ
コ
プ
レ
ー
宣
言
」
を
行
い
、環

境
作
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま

し
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、ク
リ
ー
ン

活
動
「
ゴ
ミ
バ
ス
タ
ー
」
が
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員
で
、町
内
の
国
道
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。 

 



▲他府県の選手もカチャーシー 
　（ウェルカムパーティーにて） 

▲ジュニアクラスも真剣勝負 ▲砂浜の熱い闘い 

▲ビーチサッカーフェスティバル参加者のみなさん ▲優勝に広がる歓喜の輪 

▲優勝したソーマプライアのみなさん 

ビーチサッカー
の町宣言！
ビーチサッカー
の町宣言！

　
三
月
二
十
二
日
、二
十
三
日
の
二
日
間
、

金
武
町
伊
芸
ビ
ー
チ
で『
第
一
回
金
武
町
長

杯 

地
球
環
境
ス
ポ
ー
ツ 

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』（
主
催:

同
実
行
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
、フ
レ
ン

ド
リ
ー
ク
ラ
ス
、ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
三
つ

の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
全
国
か
ら
強
豪
二
十
四
チ
ー
ム
が
集
ま

っ
て
競
わ
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
で
は
、

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
な
ら
で
は
の
大
技
も
繰

り
出
さ
れ
る
な
ど
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
争
い
と

な
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
前
回
大
会
と
同

じ
く
地
元
・
沖
縄
の
プ
ロ
チ
ー
ム
、ソ
ー
マ

プ
ラ
イ
ア
と
レ
キ
オ
ス
Ｆ
Ｃ
の
顔
合
わ
せ

と
な
り
、両
雄
譲
ら
ず
、Ｐ
Ｋ
戦
ま
で
も
つ

れ
込
ん
だ
激
戦
を
ソ
ー
マ
プ
ラ
イ
ア
が
制

し
、雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ス
で
は
リ
ザ
ン
シ

ー
パ
ー
ク
Ｆ
Ｃ
、ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
で
は
Ｆ

Ｃ
や
ん
ば
る
キ
ッ
カ
ー
ズ
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、大
会
初
日
終
了
後
に
は
、伊

芸
区
公
民
館
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ

ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
羊
汁
等
の

沖
縄
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、

選
手
や
関
係
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
大
会
期
間
中
、会
場
に
は
「
エ
コ
フ

ラ
ッ
グ
」
が
掲
げ
ら
れ
、参
加
し
た
選

手
、役
員
、観
客
の
み
な
さ
ん
が
、率

先
し
て
「
エ
コ
プ
レ
ー
」
を
実
践
し
て

い
ま
し
た
。 



町
の
平
成
二
十
年
度
の
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、

七
十
六
億
二
千
四
百
三
十
九
万

三
千
円
で
対
前
年
度
比
一
○
・
九

三
％（
七
億
五
千
百
十
四
万
二

千
円
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
歳
入
で
増
額
と
な
っ
た
主
な

も
の
は
、繰
入
金
二
二
一・
三
○
％

（
一
億
一
千
三
百
四
十
七
万
八
千
円
）、

諸
収
入
一一
九
・
二
九
％（
一
億
九

千
九
百
三
十
九
万
五
千
円
）、県

支
出
金
七
十
六
・
四
七
％（
五
億

三
千
五
百
八
万
九
千
円
）で
あ

ま
す
。
ま
た
、減
額
と
な
っ
た
主

な
も
の
は
、国
庫
支
出
金
△
五
十

八
・
七
四
％（
△
四
億
三
千
二
百

九
十
万
八
千
円
）、地
方
特
例
交

付
金
△
五
十
三
・
九
四
％（
△
八

百
四
十
三
万
四
千
円
）、町
債
△

二
十
九
・
○
四
％（
△
五
千
九
百

三
十
七
万
四
千
円
）で
あ
り
ま
す
。
 

　
歳
出（
性
質
別
）で
は
、補
助

費
等
二
十
・
三
一
％（
三
億
二
千
七

百
八
十
一
万
六
千
円
）、投
資
的

経
費
十
八
・一
二
％（
二
億
五
千
八

百
七
十
一
万
八
千
円
）、扶
助
費

十
四
・
八
五
％（
五
千
二
百
七
十

四
万
四
千
円
）が
増
と
な
っ
て
お

り
、公
債
費
△
八
・
○
七
％（
△
三

千
三
百
二
十
五
万
九
千
円
）、人

件
費
△
五
・
五
一
％（
△
七
千
七
百

十
六
万
四
千
円
）が
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
投
資
的
経
費
の
事

業
を
み
る
と
、農
業
集
落
排
水

事
業（
屋
嘉
地
区
、並
里
・
金
武

地
区
）、金
武
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
、金
武
幼
稚
園
園
舎

建
設
工
事
な
ど
が
主
な
事
業
で

あ
り
ま
す
が
、今
後
、補
正
予
算

で
ふ
る
さ
と
づ
く
り
整
備
事
業（
用

地
購
入
）、
金
武
保
育
所
建
設

工
事
、町
道
金
武
一一一
号
線
改
築

事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
当
初
予
算
編

成
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、国
は

地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制

に
努
め
る
と
し
て
お
り
、本
町
と

し
て
は
、
管
理
職
手
当
の
定
額

化
と
医
療
職
、教
育
職
の
給
料

表
を
行
政
職
の
給
料
表
へ一
元
化

す
る
な
ど
人
件
費
を
抑
制
す
る

と
と
も
に
、
補
助
金
の
内
容
と

効
果
等
を
再
検
討
す
る
な
ど
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
 

　
地
方
分
権
の
推
進
に
伴
う
県

か
ら
の
事
務
移
譲
な
ど
に
よ
り
、

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

今
後
も
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、国

の
地
方
財
政
対
策
、県
の
事
務

移
譲
の
動
向
、本
町
の
財
政
事

情
を
踏
ま
え
、投
資
的
経
費
に

係
る
事
業
を
計
画
的
に
推
進
し

安
定
的
な
財
政
運
営
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
 

本 

町民一人あたりの予算額 

町民一人あたりの予算額税負担額 

※町民一人あたりの予算額と税負担額は、それぞれ平成20年度一般会計
予算総額と町税額を平成20年3月末人口11,037人で除した額です。 

691千円 

83千円 

歳 出 
（性質別） 
7,624,393 
（単位：千円） 

歳 出 
（目的別） 
7,624,393 
（単位：千円） 

歳 入 
（目的別） 
7,624,393 
（単位：千円） 

人件費 
1,322,297 
（17.34％） 

人件費 
1,322,297 
（17.34％） 

総務費 
1,873,897 
（24.58％） 

民生費 
1,463,160 
（19.19％） 

教育費 
1,130,403 
（14.83％） 

総務費 
1,873,897 
（24.58％） 

町税 
1,110,229 
（14.56％） 

町税 
1,110,229 
（14.56％） 

地方交付税 
1,709,197 
（22.42％） 

地方交付税 
1,709,197 
（22.42％） 

国庫支出金 
304,088 
（3.99％） 

財産収入 
1,809,160 
（23.73％） 

県支出金 
1,234,864 
（16.20％） 

県支出金 
1,234,864 
（16.20％） 

その他 
1,272,969 
（20.62％） 

その他 
1,272,969 
（20.62％） 

民生費 
1,463,160 
（19.19％） 

衛生費 
373,311 
（4.90％） 

農林水産業費 
1,518,113 
（19.91％） 

土木費 
282,749 
（3.71％） 

教育費 
1,130,403 
（14.83％） 

公債費 
378,869 
（4.97％） 

その他 
603,897 
（7.91％） 

物件費 
1,464,596 
（19.21％） 

物件費 
1,464,596 
（19.21％） 

扶助費 
407,986 
（5.35％） 

補助費等 
1,941,818 
（25.47％） 公債費 

378,869 
（4.97％） 

投資的経費 
1,686,566 
（22.12％） 

投資的経費 
1,686,566 
（22.12％） 

その他の経費 
407,261 
（5.34％） 

予備費 
15,000 
（0.22％） 



平
成    

年
度 

一般会計 
予算総額 

人件費 
1,322,297 
（17.34％） 

総務費 
1,873,897 
（24.58％） 

民生費 
1,463,160 
（19.19％） 

教育費 
1,130,403 
（14.83％） 

町税 
1,110,229 
（14.56％） 

地方交付税 
1,709,197 
（22.42％） 

県支出金 
1,234,864 
（16.20％） 

その他 
1,272,969 
（20.62％） 

物件費 
1,464,596 
（19.21％） 

投資的経費 
1,686,566 
（22.12％） 

一般会計　歳入・歳出の内訳 

特別会計及び企業会計予算 

国民健康保険事業特別会計 
有線放送電話事業特別会計 
老人保健特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
　　　　　　　計 
水道事業会計（支出） 
屋嘉地区簡易水道事業会計（支出） 
　　　　　　　計 

1,786,696 
43,050 
175,560 
124,015 

2,129,321 
348,876 
37,445 
386,321

1,753,593 
25,630 

1,002,092 
0 

2,781,315 
378,497 
34,910 
413,407

33,103 
17,420 

△826,532 
124,015 
△651,994 
△29,621 
2,535 

△27,086

1.89 
67.97 
-82.48 
－ 

-23.44 
-7.83 
7.26 
-6.55

 
議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働費 
農林水産業費 
商工費 
土木費 
消防費 
款教育費 
災害復旧費 
公債費 
諸支出金 
予備費 
　合　計 
人件費 
物件費 
扶助費 
補助費等 
公債費 
投資的経費 
その他の経費 
予備費 
　合　計 

千円 
131,417 

1,873,891 
1,463,160 
373,311 
17,992 

1,518,113 
163,271 
282,749 
197,240 

1,130,403 
10 

378,869 
78,967 
15,000 

7,624,393 
1,322,297 
1,464,596 
407,986 

1,941,818 
378,869 

1,686,566 
407,261 
15,000 

7,624,393

％ 
1.72 
24.58 
19.19 
4.90 
0.24 
19.91 
2.14 
3.71 
2.59 
14.83 
0.00 
4.97 
1.04 
0.20 

100.00 
17.34 
19.21 
5.35 
25.47 
4.97 
22.12 
5.34 
0.20 

100.00

 
1款 
2款 
3款 
4款 
5款 
6款 
7款 
8款 
9款 
10款 
11款 
12款 
13款 
14款 

目
　
　
的
　
　
別 
性
　
　
質
　
　
別 

歳　　　　出 

科　　目 金　額 構成比 

 
町税 
地方譲与税 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
国有提供施設等所在市町村助成交付金 
施設等所在市町村調整交付金 
地方特例交付金 
地方交付税 
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国庫支出金 
県支出金 
財産収入 
寄附金 
繰入金 
繰越金 
諸収入 
町債 
歳入合計 

千円 
1,110,229 
48,302 
2,245 
1,739 
679 

73,199 
14,940 
207,394 
284,235 
7,203 

1,709,197 
1,725 
44,383 
94,402 
304,088 

1,234,864 
1,809,160 

1 
164,756 

1 
366,551 
145,100 

7,624,393

％ 
14.56 
0.63 
0.03 
0.02 
0.01 
0.96 
0.20 
2.72 
3.73 
0.09 
22.42 
0.02 
0.58 
1.24 
3.99 
16.20 
23.73 
0.00 
2.16 
0.00 
4.81 
1.90 

100.00

％ 
13.93 
△1.65 
67.91 
2.41 

△35.52 
△4.34 
△9.25 
21.53 
2.12 

△ 53.94 
13.29 
△20.03 
△10.15 
16.02 
△58.74 
76.47 
1.26 
0.00 

221.30 
0.00 

119.29 
△29.04 
10.93

 
1款 
2款 
3款 
4款 
5款 
6款 
7款 
8款 
9款 
10款 
11款 
12款 
13款 
14款 
15款 
16款 
17款 
18款 
19款 
20款 
21款 
22款 

歳　　　　入 

科　　目 金　額 構成比 対前年比 

会計 年度 平成20年度 平成19年度 比　　較 伸び率（％） 

20



金武町役場 
住民生活課より 
お知らせ 

これまで、金武火葬場には有線電話のみが設置されていました
が、この度新しくＮＴＴ電話を設置いたしましたのでお知らせ致
します。 金武町火葬場　　有線電話　 　  8-3237 

　　　　　　　　ＮＴＴ電話  968-6733

5月1日から住民生活課の窓口での 
戸籍および住民票等の証明書発行は、 

「本人確認」が法律上のルールになります。 

5月1日から住民生活課の窓口での 
戸籍および住民票等の証明書発行は、 

「本人確認」が法律上のルールになります。 

　戸籍及び住民票は、個人に関する記載がされている大切なものです。そのような戸籍及び住民票の証明書は、他人に取得さ
れないようにしなければなりません。また、他人が虚偽の届出をすることにより、真実でない記載がされることのないようにし
なければなりません。 
　そこで、「戸籍法の一部を改正する法律」及び「住民基本台帳法の一部を改正する法律」が定められ5月1日施行となり本人
確認が義務付けられました。 

制裁の強化 

　偽りその他の不正な手段によっ

て戸籍及び住民票等の証明書の交

付を受けた者は、刑罰（３０万円以下

の罰金）がかせられます。 

1.なぜ本人確認が必要なの？ 

　養子縁組、協議離縁、婚姻、協議離婚又は認知の届出について、以下の取扱いが法律上のルールになります。また、住民異動
届についても同様の取扱いとなります。 
●「本人確認」を行います 
　窓口に来られた方について、「本人確認」を行います。 
　「本人確認」の方法は、戸籍及び住民票に関する証明書の交付請求の場合と同様です。 
●「通知」を行います。 
　窓口に来られた方が、戸籍及び住民異動届のご本人であると確認できなかった場合には、これらの届出が受理されたことを
ご本人に通知します。 
●戸籍の「不受理申出」を受け付けます 
　自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、戸籍の届出を受理しないよう、あらかじめ町長に申出することができ
ます（以下「不受理申出」といいます）。不受理申出及びその取下げは、戸籍の窓口で行ってください。その際、「本人確認」を
行います。「本人確認」の方法は、戸籍証明書の交付請求の場合と同様です。 

3.戸籍及び住民異動の届出をしたいのですが… 

2.戸籍謄本や住民票等がほしいのですが… 

●住民生活課の窓口では「本人確認」を行います。 
●窓口に来られた方については、運転免許証、写真付き住民基本台帳カードなどの写真付き本人確認書類の提示により、確認
を行います。 
●代理人や使いの方については、さらに、委任状などの書面により代理権限の確認も行います。 
●郵送で戸籍及び住民票等の請求をするときも、本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所とすることが必要となります。 
●本人確認の詳細については、住民生活課の窓口にお問い合わせください。 
 
●正当な理由を明示してください 
●戸籍に記載されている方については、証明書を利用する理由を明示する必要は
ありません。 
　戸籍→本人又は配偶者、直系の親族　住民票→本人又は同一世帯に属する者 
●本人等以外の方が交付を請求する場合 
①自分の権利を行使したり、自分の義務を果たしたりするために戸籍や住民票の
内容を確認する必要があること。 
②国又は地方公共団体の機関に提出する必要があること。 
　などの正当な理由を、交付申請書に詳しく書くことが必要となります。 

問い合わせ先　金武町役場　住民生活課　戸籍・住民係　ＴＥＬ 968-3557　有線 8-3557



　北部市町村圏事務組合では、北部１２市町村に住所を有する
中小企業者（個人含む）、組合、任意団体等が行う提案型の新
商品開発・販路開拓事業を支援します。 
 
【ポイント】 
1．対象事業 
　提案型新商品開発事業：新商品・新技術開発のための研究、 
　　　　　　　　　　　 試作等 
　提案型販路開拓事業　：新たな付加価値や魅力等を提案す 
　　　　　　　　　る展示会や情報ネットワーク活用事業等 
2．事業実施期間 
　事業決定の日から平成21年3月5日（木）まで 
3．補助金額 
　対象経費の3／4以内　（限度額３００万円） 
　＊審査委員会において対象事業・補助額が決定されます。 
4．応募方法 
　応募書類に必要事項を記入し、金武町役場企画課へ提出し
て下さい。（応募書類は、金武町役場企画課に準備しておりま
す。） 
5．問い合わせ先 
　金武町役場企画課　098-968-6262　担当：仲間・勝連 
　北部広域市町村圏事務組合　0980-52-7049 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当：崎山・堀 

1．日　　　時 
　平成20年6月13日（金）午後2時～午後4時30分 
 
2．場　　　所 
　金武町役場（3階中会議室） 
 
3．申込方法 
①役場　総務課（2階）で申し込みを受付けます。 
　（申込書を記入していただきます。電話での申し込
みはできません。） 
②申込受付期間 
　平成20年6月9日（月）～平成20年6月12日（木） 
　午前8時30分～午後5時30分 
　なお、先着8名に達し次第申込受付けを終了します。 
 
4．相　談　員 
　中野　清光（町顧問弁護士） 
 
5．相談内容等 
　土地、家屋、相続、サラ金などの金融貸借等、法律全般。
なるべく関係書類をご持参ください。 
　但し、弁護士に依頼済みのものや係争中の事案の相
談には応じられません。 
 
■今年度は6月・8月・10月・12月・翌年2月の開催
を予定しております。 

無料法律相談のご案内 食と観光の連携による 
やんばるブランド化 
創成支援事業　募集中 

問い合わせ：金武町役場総務課 
　　有　線：  　8-2111 
　　ＮＴＴ：968-2111

応援します!!

募集締め切り　平成20年6月27日（金） 

ご 寄 付 宜野座宏昭様（金武町字金武２４８番地）から育英資金の運用に
お役立てくださいと金一封の寄付をいただきました。誠にありがと

うございました。 



▲役場を表敬訪問した沖展入選入賞者（金武町在住）のみなさん 

仲村 まさひろさん 『厨子甕』 
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四
月
十
二
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
の
日
程
で
、
第
六
十
回
記

念
沖
展
や
ん
ば
る
移
動
展
が
、

北
部
十
二
市
町
村
の
主
催
で
、

名
護
市
の
二
十
一
世
紀
の
森
体

育
館
と
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
年
ぶ
り
に
や
ん
ば
る
で
開

催
さ
れ
た
沖
展
移
動
展
は
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、た
く
さ
ん

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
陶
芸
の
部
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
仲
村
ま
さ
ひ
ろ
さ

ん
（
伊
芸
区
）

を
は
じ
め
、金

武
町
か
ら
五

名
の
方
が
入
賞
、

入
選
し
て
い

ま
す
。 
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記 

　
十
年
ぶ
り
に
「
沖
展
や
ん
ば

る
移
動
展
」
が
名
護
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
私
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、「
す
ご
い
！
」
と
思

う
も
の
か
ら
、私
の
芸
術
セ
ン

ス
で
は
理
解
が
及
ば
な
い
作
品

ま
で
、数
多
く
の
作
品
が
出
品

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
連

れ
の
来
場
者
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、多
感
な
時
期
に
こ

う
い
う
優
れ
た
芸
術
作
品
を

鑑
賞
す
る
こ
と
は
い
い
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
し
か
し
、芸
術
と
い
う
も
の

は
難
し
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

の
よ
う
に
「
解
ら
な
い
」
と
無

邪
気
に
言
え
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、私
の
よ
う
な
芸
術
劣
等
生

は
、「
味
が
あ
る
」
な
ど
と
、ま

る
で
芸
術
評
論
家
気
取
り
で
す
。

だ
っ
て『
違
い
が
解
る
男
』
な
ん

て
な
ん
だ
か
格
好
い
い
気
が
す

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
…
。 

　
ま
ぁ
、ど
う
背
伸
び
し
て
み

て
も
、私
に
芸
術
家
は
つ
と
ま

り
ま
せ
ん
。そ
こ
ら
へ
ん
は『
違

い
が
解
る
男
』で
す
。 

　
で
は
、次
は
ど
ん
な
こ
と
に

背
伸
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

し
ょ
う
か
！
音
楽
家
な
ん
か

も
い
い
で
す
ね
ぇ
。
現
実
に
な
っ

た
り
な
ん
か
し
て（
笑
）。 

　
私
、ど
う
や
ら
、夢
と
現
実

の『
区
別
が
つ
か
な
い
男
』で
も

あ
る
よ
う
で
す
。 


